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報告内容 

1.各班の活動 

 

2.当日の様子 

 

3.来場者の実態及びイベントに
対する評価 

4.考察・今後の課題 



１．各班の活動 

かかし制作班 

パフォーマンスイベント運営班 

交流促進班 

広報班 

活動目的 
矢津の里との協同企画として
「国際かかしフェスティバル」
を企画・実行し、地域貢献する。 

定例イベント
として定着化 

地域住民との
交流 

地域活性化 



１．各班の活動 
かかし制作班 

留学生が作成して 
います！ 



１．各班の活動 
かかし制作班 

「こわい」 
「かわいい」 
「民族衣装」 

というコンセプトのもと 
かかしを作成 



１．各班の活動 
パフォーマンスイベント運営班 

ステージイベントの 
計画をしました！ 

 

https://2.bp.blogspot.com/-2y-_BMisF20/WOswAo79LnI/AAAAAAABDuw/HUyLLhnv0lUsfxb48AJQm0KWTeUIZMYwACLcB/s800/music_hikigatari_harmonica_man.png
https://3.bp.blogspot.com/-kPQdEOMIGxQ/ViipPXmkFLI/AAAAAAAAzzY/eiXYlEIt2PE/s800/dance_girl2.png


１．各班の活動 
交流促進班 

瀬戸南高校の生徒と 

打ち合わせ中・・・。 

おかきの販売決定!! 



１．各班の活動 

スタンプラリーの計画 

ゲーム企画‼ 
交流促進班 

https://1.bp.blogspot.com/-hQdW3XK8IBU/Wfg0zq870WI/AAAAAAABH0Y/pEYHNOOro5g16YUVooXx7sx8rqx4VOnqwCLcBGAs/s800/bunbougu_stamp.png


１．各班の活動 
広報班 

Instagramの開設 



１．各班の活動 
広報班 

チラシ 
パンフレット作り 

広報用ちらし【表面】 広報用ちらし【裏面】 

イベント当日配布パンフレット 



２．当日の様子 
矢津の里でとれた 
新米のおにぎりと 
いのしし肉入りおでんの配布 



２．当日の様子 

↑野菜販売 
      焼き菓子販売→ かかしと２ショット 

♡になってます‼ 



２．当日の様子 
↓

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト 

↓

か
か
し
の
的
あ
て
ゲ
ー
ム 

↑

留
学
生
と
地
域
の
方 



スタッフ集合写真 



３．来場者の実態及びイベントに対する評価 

実施日時 2018年11月25日(日) 
10：00～15：00 

実施場所 イベント内受付 

調査対象 来場者（目視で判断し、中学生以上） 
イベント内の矢津の里を周遊するスタンプラリー
の参加、達成した者。 

調査方法 質問紙調査とGoogle formを利用した調査。謝
礼として、駄菓子を配布した。 

回答数 質問紙 37 (有効回答数36) 
Google Form  2  
合計 38 

実施内容 



３．来場者の実態及びイベントに対する評価 

実施結果 

39% 

58% 

3% 来場者の性別 

男性 女性 無回答 

16% 

42% 13% 

8% 

10% 

11% 

回答者の年代 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 

女性の回答者が22人（58％） 
であり男性の15人（39％）の 
およそ1.5倍であった。 
 
20代が16人(42％)と最も多
く、続けて10代6人(16％)、30
代5人(13％)であった。 
その他の年代も各10％前後を
占めており、幅広い年代の来場
があった。 
 



３．来場者の実態及びイベントに対する評価 

実施結果 

84% 

11% 
5% 

地域の方や学生との会話 

した していない 無回答 

企画のスタンプラリーではスタンプを
押す係を学生にしたことによって、
地域の方や学生との会話をした方
が8割と多かった。 

 とっても温かい雰囲気でよかったです。 
 かかしが独特でおもしろかったです。 
 かかしもっとたくさん。何年も続けられるようにがんばってくだ
さい。 

 手作り感がとてもすてきです！！ありがとうございました。 

自由記述欄 



４．考察・今後の課題 

かかし制作班 

パフォーマンスイベント
運営班 

交流促進班 

広報班 

大学生にとってかかし制作は負荷が高かった。地元の子供や近隣住民
が楽しんで制作できるようなスタイル（コンテスト形式等）の検討が
必要である。 

出演者、タイムテーブルが決まるのが遅かったため、広報が遅れてし
まった。マネジメント、スケジュール管理の重要性を感じた。 

複数の高校に出店依頼をしたが、学校行事と重なっていて瀬戸南高校
のみの協力となった。 
当日のかかしゲームやスタンプラリーは、コミュニケーションツール
として効果があった。 

学生主体でのちらし作成、SNS（Instagram)発信ができた。 
ちらしに載せる情報が決まるのが遅かったため、配布が十分できな
かった。SNSでの発信は他のSNSとのつながりによってもっと情報発
信できたのではないだろうか。 



４．考察・今後の課題 

• 地域活性化には地域住民の主体性が大事だと感じた。 

• 矢津の里地域と環太平洋大学の学生が協力して地域を盛
り上げていく目標であった。 

• 積極的に盛り上げようとしている熱心な人は一部だけで
矢津の里住民全体での取り組みには至らなかった。 

• 地域住民の主体性を向上させるには、どのような取り組
みが有効なのかを継続して考えていく必要がある。 

• 近隣の学校や地域にさらにアピールし参加を促進してい
く方法の検討も必要である。 

地域活性化・・・ 


